「現代南アジア研究の国際的ネットワークの形成」事業に係る

海外派遣研究者の公募について
平成23年10月

人間文化研究機構　国立民族学博物館

１. 趣旨

　国立民族学博物館は、平成22年度から開始された日本学術振興会「頭脳循環を活性化する若手研究者海外派遣プログラム」（平成23年度は「頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プログラム」と名称変更）に基づく「現代南アジア研究の国際的ネットワークの形成」事業により海外へ調査研究のために派遣する若手研究者を募集します。
今回の募集は、平成24年度に派遣する若手研究者に係るもので、若干名を募集いたします。

本事業は、人間文化研究機構地域研究推進事業「現代インド地域研究」プロジェクト（詳細は、http://www.indas.asafas.kyoto-u.ac.jp/を参照）との連携のもとに実施される事業で、国立民族学博物館はその代表機関です。事業の趣旨は、別紙を参照してください。
　２. 派遣概要

　（１）別紙事業趣旨の通り、南アジア地域研究に関して設定した3つのテーマに適合した調査研究を遂行できる若手研究者を、平成22年度より平成24年度までの3年度にわたり、各年度3名ずつを目途にインドおよびイギリスに派遣します。3つのテーマは以下の通りです。
　①「民主化とガバナンス：成長の政治行政的基盤」

　②「多様性のネットワーク：成長の社会文化的基盤」

　③「持続的発展：成長の環境・経済的基盤」

　（２）平成23年度及び24年度に派遣される研究者は、それぞれの年度中に出発し、出発日から平成24年度末までの間に通算して少なくとも10ヶ月間から1年間海外に滞在しテーマにそった調査研究を行います。

　　　　海外の滞在期間は連続している必要はなく、途中用務等で一時帰国することも可能です。但し一時帰国と再出国のための往復旅費は本事業による調査研究に直接関係しない限り支払うことはできません。また本事業による滞在期間（上限1年間）を越えて海外に滞在することも可能ですが、その場合は帰国旅費を支給することはできません。

　（３）派遣された若手研究者は、派遣期間中に必ずインド及びイギリス双方の大学ないし研究機関に研究生または研究員として籍を置き、調査研究を行います。インドにおける派遣先は、デリー大学デリー・スクール・オブ・エコノミクスまたはインド国立統計研究所（コルコタ）、イギリスにおける派遣先は、ロンドン・スクール・オブ・エコノミクスまたはエジンバラ大学南アジア研究所です。これらの研究機関への所属や派遣先での受け入れ研究者の選定は、「現代インド地域研究」プロジェクトに参加する拠点機関が斡旋します。
　（４）派遣期間中は、派遣先の受け入れ研究者、ならびに「現代インド地域研究」プロジェクトに参加する拠点機関に所属する教員のうち研究テーマの遂行に最も適した教員（指導・助言を受ける希望教員名を応募書類に記入して下さい。但し、指導・助言教員は応募者の希望を踏まえながら、最終的には現代インド研究プロジェクトに参加する拠点代表の会議で決定します）の指導助言を受けながら調査研究を行います。派遣期間中は、半年に一度国立民族学博物館現代インド地域研究拠点あてに進捗状況報告書を提出する義務があります。また、上記の「現代インド地域研究」プロジェクト教員が派遣期間中に少なくとも1度は派遣先に赴き、調査研究の進捗状況を把握し、その後の方針について指導助言を行います。
　（５）派遣にかかる旅費、及び派遣期間中の滞在費（日当および宿泊費として計算する）を人間文化研究機構の旅費規定に準じて支払います。但し、本プロジェクトの予算総額、派遣場所や派遣期間によって、支払金額は規程の上限を下回ることがあります。旅費は、派遣先までの航空運賃等ですが、派遣研究者の用務によって一時帰国する場合は、そのための帰国および再渡航のための運賃をお支払いできませんのでご留意ください。
　（６）派遣終了後には帰国後1ヶ月以内に成果報告書を国立民族学博物館現代インド地域研究拠点あてに進捗状況報告書を提出する義務があります。
またその成果に基づく研究論文は「現代インド地域研究」プロジェクトが主催する学術誌『現代インド研究』等に積極的に発表して下さい。学術誌等に成果を発表するときは、その研究がこの資金に基づくものであることを明記して下さい。
　　　また、「現代インド地域研究」プロジェクトが、事業趣旨に関連するテーマで、海外協力機関と開催するワークショップやシンポジウムの企画段階から参画し、ワークショップ等にも参加してもらいます。ワークショップ等への参加費等は、上記滞在費等とは別途支給します。
　３. 募集人員
若干名
　４. 応募資格

　　次の各項目全てに該当することが必要です。なお、応募者の国籍は問いません。
（1） 平成24年4月1日時点において満45 歳以下であること。

（2） 大学院生の場合は、人間文化研究機構「現代インド地域研究」に参加している6つの大学および研究機関（国立民族学博物館、東京大学、京都大学、広島大学、東京外国語大学、龍谷大学）のいずれかの大学院博士課程（5年一貫制の場合は博士後期課程）に在学している者。

国内外を問わず大学院博士課程（5年一貫制の場合は博士後期課程）に在学または修了以上の学歴を有し、教育・研究を行っている者の場合は、上記6つの大学および研究機関に所属している者（外来研究員等を含む）。
（３）平成24年4月以降、平成25年3月31日までの間に、通算して10ヶ月から1ヵ年の間、調査研究のため海外に滞在できる者。

　（４）インド及びイギリスでの調査研究を遂行するための十分な語学能力がある者。
　
　５. 応募手続き
　　（１）応募書類
　　　①申請書（別紙様式　1～４）原本1部、写し3部（Ａ４版）

　　　　　
　　　②主たる研究業績　　　　　　3点以内（原本または写し各3部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊提出する研究業績は、様式4「研究業績一覧表」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の該当箇所に下線を記入すること。

　　　③応募者の研究、経歴をよく理解している者1名の推薦書
　　　　　　　　　　　　　　　　　原本1部、写し3部（Ａ４版）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊様式は自由（A4版2枚以内）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　推選する者が原本及び写しを作成し、これらを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　併せて封筒に入れ厳封すること。　　　
　　　④　過去にTOEFLを受験している者は、スコア票のコピー

　　　　　（TOEFLの受験は、必須条件ではありません）
　　（２）提出方法

　　　応募書類は、様式番号ごとに両面印刷で作成して下さい。

　　　応募書類①の原本は左上欄をクリップで止め、写しは左上欄をホチキスで止めて下

さい。

応募書類②のうち冊子でないものは、左上欄をクリップで止めてください。

応募書類は、簡易書留で郵送して下さい。

＊申請書はいかなる理由があっても返却しません。

＊研究業績はできるだけ写しを提出してください。研究業績の返却を希望する場合

　は、返却用の封筒類（切手等も添付したもの）を同封して下さい。

＊応募書類受理後にその記載事項を変更または補充することは認められません。
　６. 応募受付期間

　　　平成23年10月17日（月）～11月14日（月）（必着）
　７. 応募書類提出先

　　〒565-8511　大阪府吹田市千里万博公園10－1
　　　　　　　　国立民族学博物館　研究協力課国際協力係

　　（封書の表面に、「現代南アジア研究の国際的ネットワークの形成」応募書類と朱書

　　　して下さい）

　８. 選考及び結果の通知

　　選考は書面にて行いますが、必要に応じて面接を行います。
　　面接は12月2日に東京大学本郷キャンパス法文1号館で行う予定です。
面接を行う者には追って詳細を通知します。

選考の結果は、平成23年12月中旬に通知する予定です。
　９. その他

　　（１）選考のための旅費は支給しません。

　　（２）選考結果に関する個別の問い合わせには応じません。

　　（３）応募書類に虚偽があった場合及び本事業による派遣研究者としてふさわしくな

　　　　　いと判断される行為があった場合は、派遣決定後であっても決定を取り消すこ

　　　　　とがあります。

　　（４）本公募に関して提出された個人情報については、人間文化研究機構の個人情報

　　　　　関連規程に基づいて厳重に管理し、選考業務遂行のために利用します。なお、

　　　　　詳細については、http://www.nihu.jp/pdf/opendoor/regulation/info/03.pdfを参
照して下さい。

１０. 本公募に関する連絡先

〒565-8511　大阪府吹田市千里万博公園10－1

　　国立民族学博物館　研究協力課国際協力係

　  TEL 06-6878-8235   FAX 06-6878-8479  e-mail kokkyo@idc.minpaku.ac.jp
